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・
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2
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2
0
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2
～

0
3
年

度

国
際
D
―

タ
リ
ー
会
長

ピ
チ
ヤ
イ
・

ラ
タ
ク
ル

(
2
0
6
)

O
松

橋
	
	

博
式

典
・

祝
宴

部
会

長

順
調

に
進

ん
で

お
り
ま
す

。
近

く
な

り
ま

し
た

ら
、

最
終

確
認

を
し
て

、
粗

相
の

無
い
様

に
進

め
て

ま
い

り
ま
す

。

O
薮

下
	

義
晴

総
務

・
接

待
部

会
長

小
池

会
員

を
中

心
に

、
接

待
に
支

障
の

無
い
様

進
め

て
お

り
ま

す
。

招
待

客
へ

の
ご
案

内
・

当
日
の
受

け
付

け
等

々
、

準
備

し
て

お
り
ま
す

。

(
会

報
担

当
者

:
阿

部
	

誠
太

委
員

)

◎
5
月

2
:
日

出
席
報
告

会
	
	
	

員
4
9
名

出
席

率
対

象
会

員
4
7
名

出
席

規
定

免
除

会
員

2
名

出
席

率
規

定
免

除
会

員
1
名

当
	
|
1
	

出
	

席
2
8
名

当
	

日
	

欠
	

席
1
9
名

他
ク

ラ
フ

出
席

8
名

山
	
	

僣
.
	
	

′
、
	
	

↓
t
u
	
	
	
I
口

	
	
	

ロ
	
	
	

ロ
l

3
6
名

出
席
	
	
	
	

率
7
8
.
2
6
%

。
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
例
会
移
動
案
内
)
電
話

2
6
-
3
1
7
0
番
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噺
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会
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青
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笠
原

孝
	
	
★幹

事
	
増
田
定
雄

〒
0
囀Ю

O
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函
館
市
大
手
町
5
-
1

事務局
:
函館市大手町

[
1
0
ニ
チ ロビ

.

Ｈ

本
日
の
プ

ロ
グ

ラ
ム

夜
間
例
会
「

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
タ
ベ
」

函
館
国
際
ホ
テ
ル
	
午
後

6
時

3
0
分

～

次
回
・

6
月

1
8
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

例
会

|
[
鯰関

1
5
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1
貶

"
8
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小
笠
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会
長
テ
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マ

I
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(
2
0
4
)

◎
司
	
	

会
	
小
笠
原
	
孝

会
長
	
	
	
	

◎
斉
	
	

唱
	
君
が
代
、
手
に
手
つ
な
い
で

◎
ビ
ジ
タ

ー
	

函
館
R
.
C
.
川

端
久

雄
君
・

勝
木

俊
則

君
.
|
'
1
館

東
R
.
C
.
黒

島
・
生

言

☆
誕

生
祝
	
松

橋
会

員
・
紫

前
会

員
(
2
1
日

)
、

薮
下

会
員

(
2
8
日

)

☆
結
婚

祝
	

中
川

会
員

(
1
日

)
、

北
村

会
員

(
4
日

)
、

南
木

会
員

(
7
日

)
、

西
尾

会
員

(
2
5
日

)
、

川
村

会
員

(
3
0
日

)

◎
会
長
報
告
	
小
笠
原
	
孝

会
長

0
最

後
の

月
と
な

り
ま

し
た
。
例
会

も
あ

と
3
回

で
す
。

ポ
リ
オ
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
相

当
な
成
果

を
挙
げ

て
お

り
ま
す
。
(
R
.
I
.
か

ら
)

◎
委
員
会
報
告

●
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
委
員
会
	
り ‖
村
	
宏
人

委
員
長

R
.
1
.
2
5
1
0
地

区
の
年
次
総
会
が
札
幌
で
開
か
れ
ま
す
。

増
H
幹

事
に
大
谷
会
員
が
選
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

◎
幹
事
報
告
	
増

田
	

定
雄

幹
事

○
函
館

亀
田
R
.
C
.
1
6
日

、
函
館

束
R
.
C
.
1
7
1
]
の

例
会

は
夫

々
夜
問
例
会

に
変
更
で
す
。

O
今

年
度

の
活
動
報
告
書

を
7
月

2
日

ま
で

に
ご
提
出

く
だ

さ
い
。

◎
親

睦
活
動
委
員
会
	
久
保

日1
	
博

委
員

ニ
コ
ニ

コ
B
O
X
投

入
報

告

小
笠
原
会
長
…
…
B
O
X
に

協
力
。

増
田
	
幹

事
…
…
	
	

″

山
ド

(
瀞
会
員
…
…

月
は

じ
め
で
す
。

柴
崎
	
会
員
…
…
還
暦

を
む
か

え
ま

し
た
。

藤
野
	
会
員
…
…
お
久

し
ぶ

り
で
す
。

新
会員

'
`
'
'
'
1
月は

じめ です。

薮
下

野
円

増
山

松
見

石
橋

竹
谷

」 ヒ本寸

椎
谷

小
池

中
川

委 員 会挙 げ て、事業
|
〔臨 む体制 でおります 。

(
2
0
5
)

会
員

…
…
誕

生
月
で

す
。

会
員

…
…

小
笠

原
年

度
最

終
コ
ー

ナ
ー

を
む

か
え

ま
し
た
。

会
員

…
…

月
は

じ
め

で
す
。

会
員

…
…
	
	

″

会
員

…
…
生

真
面

日
な

親
睦

委
員

で
申

し
訳

ご
ざ

い
ま
せ

ん
。

会
員

…
…
B
O
X
に

協
力
。

会
員

…
…
結

婚
記

念
日
で
す
。

4
人

目
の
孫

が
う
ま
れ

ま
し
た
。

会
員

…
…
B
O
X
に

協
力
。

会
員

…
…
社

会
奉

仕
委

員
会

活
動

と
し
て

、
6
/
8
ノ

ー
ス

ア
イ

ラ
ン
ダ

ー
ス
ー

行
8
名

で
松

前
の
老

人
施

設
「
南
殿

荘
」
へ
慰

間
に
行

き
ま
す

。

会
員

…
…
	
	

″

V

ヽ
′

※
5
月

2
1
日

の
ニ

コ
ニ

コ
B
O
x
投

入
報

告
に

ミ
ス

プ
リ
ン

ト
が

あ
り
ま

し
た
。

訂
正
致

し
ま
す
。

久
保

田
会

員
…

…
早
朝

例
会

、
お

は
よ

う
ご
ざ

い
ま
す
。

◎
卓
話
	
「
4
0
周

年
に
つ

い
て

|
	
	
|
I
I
野
	
	

亮
	
式
典
実
行
委

員
長

4
0
周

年
ま
で
、

あ
と

3
ケ

月
と
な

り
ま

し
た
。
宜

し
く
ご
協

力
下

さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
私

の
ロ
ー

タ
リ
ー
歴

も
2
8
周

年
を
迎

え
ま
す
。

チ
ャ
ー

タ
ー
メ

ン
バ
ー
は
、
戸
栗

さ

ん
、
只
一

人
と
な

り
ま

し
て
、

|
ヨ
々
の
重

さ
を
感

じ
ま
す
。

記
念
事

業
の

・
環

に
は
、
市

長
も
出
席

し
て
下

さ
る

と
お

も
い

ま
す

の
で
、
南
木

幹
事
長

も
張

り

切
っ
て
お

ら
れ

ま
す
。

o
南

木
	
哲
雄

式
典
幹
事

台
北
の
方
々
と
、
お
会
い
出
来
る
か
ど
う
か
、
楽
し
み
で
も
あ
り
気
が
か

り
で
も
あ
り
ま
す
。

o
北

村
	
祐
治

会
長
エ
レ
ク

ト

記
念
事
業
を
、
本
日
の
会
報
記
載
内
容
か

ら
、
補
足

し
て
説
明
致

し
ま
す
。
(
割
愛

)

各
部
会

長
か

ら
進

行
状

況
を
報

告
し
て

も
ら
い

ま
す

。

o
森
	
	

秀
樹

広
報
・

記
録
部
会
長

広
報
誌

に
掲
載
す

る
、
写
真

を
添

え
た

自
己
紹

介
に
記
入

の
上
、
早
め

に
提

出
願

い
ま
す
。

記
念
座
談
会

を
企
画

し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
、
当
ク
ラ
ブ
の
あ

り
方
等
、
忌
憚

な
い

と
こ
ろ
、

発
言
願

い
ま
す
。

エ
ク
ス
カ
ー

ン
コ
ン

も
当
部
会

で
担

当
す

る
事

に
な

り
ま

し
た
。

ゴ
ル

フ
・
大
沼
周
遊
・

リ
ン
ゴ
園
で

の
昼

食
、
等

々
企
画

し
て
お

り
ま
す
。
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1
1
月
です。

2
0
0
2
～

2
0
0
3
(
第

1
9
2
1
回

例
会
)
第

4
4
号

6
月

4
日

の
記

録


